
 

☆もっと相手の考えを聞きたいときは、 

 「具体的に教えて」 

 「もう少し詳しく説明して」 

 と質問しよう！ 

対話を弾ませるワザ 

 
 国語科は、言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して資質・能力を育

成します。Vol.４では、糸魚川市立糸魚川中学校の国語科・栗田和恵教諭（以下「教

師」と略記）による、言語活動「『走れメロス』の批評文を書くこと」（第２学年）

の実践を通して、授業改善策を紹介します。 

◎既習事項の確認と本時の見通し 

 既習事項は本時の学習を進めていく

上での道標となります。課題解決に向

かう前に確実に確認しておくことが大

切です。教師は、「人物描写、行動描

写、情景描写、会話、心内語」が着目

する観点であることを生徒と確認し、

短冊にして提示しました。 

次に右の「今日の流れ」を基に、全

員で丁寧に学習活動の流れや目的を確

認して交流活動に入ります。生徒が学

習課題を明確にとらえ、１時間の流れ

を把握して学習活動に入ることにより、

生徒一人一人が見通しをもち、自分がこれからやろうとすることに確証をもって取

り組むことができます。 

◎「ワザ」の意識と考えを広げ深めるための交流活動 

 教師は、交流活動に入る前に必ずラミネートした「対話を弾ませるワザ」の４枚

のカードを提示し、生徒と確認します。継続した指導により、生徒は話し手の話を

しっかり聞き、それに繋げて話したり質問したり意見を述べたりすることができる

ようになっています。話合い

活動では、３人班を基本とし

ています。３人班は、「対話

を弾ませるワザ」を意識でき、

一人一人に「話す・聞く・考

える」場が確保され、活発な

話合いとなるからです。 

前時では、生徒は教材文

とシラー原作「人質」を比較

して読み、共通点と相違点を

捉え、追究したい課題Ａ「メロスはどんな人物か」、Ｂ「王はどんな人物か」、Ｃ

「メロスは何のために走っているのか」の３つを挙げました。そして、そのうちの

一つを選択し、生徒一人一人が自分の考えを「三角ロジック（主張：自分の考え、

根拠：主張の根拠となる叙述、解釈：理由）」を基にワークシートに書いた上で、
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Vol.４ 

☆「どうしてそう考えたの？」 

相手の考えの理由を聞こう！ 

☆友達が困っていたら、 

「こうしたらいいよ」 

 とアイディアを出して助けよう！ 

☆笑顔で楽しく話そう！ 

☆相手の話を認め、受け止めよう！ 



①課題に対する主張、
根拠、解釈をワーク
シートに書き、班員
と話し合う。

②同じ課題を追究し
ている他班の考えを
聞き、班に戻り更新
された考えを書き足
す。

③違う課題を追究し
ている班の考えを聞
き、班に戻り更新さ
れた考えを書き足す。

④交流の内容を踏ま
えて、振り返りを書
く。

同じ課題を選択した生徒で３人班を編制し、対話しながら班の考えをまとめました

(下図①)。  
①個人・班（前時）   ②③グループ交流を通して考えを広げ深める    ④個人思考(再構築) 

                                ※②～④は本時 

本時前半は、同じ課題を追究している班(上図②)と違う課題を追究している班(上

図③)の考えを聞き、聞き取った考えを自分の班にもち帰る活動です。一人がホスト

として班に残り、残りの班員が他の班に行き、意見を聞いてもち帰ります。更新さ

れた考えは、色を変えてホワイトボードに書き足していきます。同じ課題と違う課

題の班の意見を聞くことにより視点が広がり、考えを更新することを通して班の意

見が深まっていきました。 

◎全体交流と自分の考えを再構築する振り返り   

 班で話し合っても解決できない疑問も出てきます。教師はそれをそのままにせず、

生徒が作品の主題に迫る機会ととらえ、「『も

っと恐ろしく大きいもの』とは何か」につい

て上図③の活動の後、全体で考える場を設け

ました。「ここは！」と思う時は、教師がフ

ァシリテーターとなり、生徒の発言を促し、

つぶやきを拾いながら疑問に対する答えを右

のように引き出していきました。 

 終末は、振り返りを書きます(上図④)。これは、グループ交流と全体交流を踏ま

え、一人一人が自分の考えを再構築する時間です。この時間を確保し、１時間の学

習を振り返りながら自分の考えを再構築することが深い学びとなります。 

 生徒にとって魅力的な質の高い言語活動を単元に位置付けることが大切です。本

実践では、「批評文を書く」というゴールに向かって、１時間１時間に学ぶ必然性

が生まれました。課題解決していくことが批評文を書くための材料の蓄積となりま

す。このことが主体的な学びとなりました。 

 

 

 

 国語科は、国語で正確に理解し表現する言語能力を育成する教科です。生徒が言

葉に着目し、言葉に対して自覚的になるよう、「見通し、交流活動、振り返り」を

適切に位置付ける等、学習指導の創意工夫を図っていきましょう。 


